ばてれん ほか 

伴天連うる がんの 眼に は、 外の 人の 見えない もの ま 

でも 見えた さう である。 殊に、 人間 を 誘惑に 来る 地獄 

の 悪魔の 姿な ど は、 ありあり と 形が 見えた と 云 ふ、 — 

ひとみ 

I うるがん の 青い 瞳 を 見た もの は、 誰でも さう 云 ふ 

事 を 信じて ゐ たらしい。 少く とも、 南蛮 寺 の 

でう すに よらい らいはい ほうけ うにん あ ひだ 

泥烏須 如来 を 礼拝す る奉教 人の 間に は、 それが 疑 ふ 

余地の ない 事実だった と 云 ふ 事で ある。 

こしゃほん お だの ぶな が 

古写本の 伝 ふる 所に よれば、 うるがん は 織 田 信 長の 

ようす 

前で、 自分が 京都の 町で 見た 悪魔の 容子を 物語った。 

かう もリ や ぎ 

それ は 人間の 顔と 蝙蝠の 翼と 山羊の 脚と を備 へた、 奇 

怪な 小さい 動物で ある。 うるがん はこの 悪魔が、 或は 



てゐ ない。 が、 それ は 我々 に 何の 関り が あらう。 我々 

はこれ を 読んだ 時に、 唯 かう 呼びかけた いやうな 心 も 

ち を 感じさへ すれば 好い ので ある。 …… 

うるがん よ。 悪魔と 共に 我々 を 燐んでくれ。 我々 に 

また 

も 亦、 それと 同じ やうな 悲し さが ある。 

(大正 七 年 六月) 
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